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引が伝えられ、すでにポスト周の対立三九州外交テクニックは、今すぐ目、内戦停止そ偽介石に強制限に何百ζとを見れば、間首相の役割は特に人々によく知られている－A艇にたといわれる一
九六五年のフロレる。
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の上において硬軟雨用の政策をに思い起こす次のような大事件へ求したが、中国共産党が両者の問筆大書されるべきであろう。
「小呉を残して大同につく」がめタリア文他大詰命から一九七三年決されるまでの国連における中国いう「外圧・一色は、一一一一日うまでもな

巧みに操作してきた周首相の存の対応の仕方にもバれているとい
を仰介、
調俸して栴が釈放芯れ
また、とうした函を一訴すものとるe中国ではζの意味を「妥協も
八月の第十回党大会に至るまで
代表権問題へのアプローチP非共く北、即←与ノ一坦からのものであ

在はそれだげ大きかったといええよう。

た。このが件が拠出問となって共産しては一九七一年七月、当時のキ阪則に合致すれば併される。原則の政治指樽性にみられる。3うま際問（対日、対米など）とゆ復交る。そうしb中で、中国の第三世
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必外に先述されている
誌で党と民党が管警高として
よンジャl米大統領理店交性のもとに必袋詰をもろど
でもなく益は警とされた劉少にもそ話される。

界との協調奮はより
傾注して

例えば、周首相の逝去後、はちの州首相の役加のひとつに間安第二次阿共合作が成立した。ζのけ入れや、受年二月のニクソン米と解されている。周外交の本質を喬一派そ切ったものであり、一九
閥首相亡きあと、だれが凸柄にいくことになるであろう。

に発表されたフォード米大統領の事件での働さがある。ζの匹件は昨の立役者が周首相であったこと大統領訪中の舞台作りなどにも続3い得て妙な言葉である。
七一年九月には多くのい汚さつをなろ－っとも、
曲詰指持制が必宅と
（東ト〈純度H阿際法・ぷ）
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周恩来品自備の死はかなり一明か毛沢東政治の行き過ぎのしりぬぐ劉少奇のように正一聞から毛主席に首相の病気はおり込みずみだコもって閥首相のあとを補っていし、すでに指導体制ができている恩来後そにらんで中日間と後継してている。日ぶは必むと好まざると

τ予想されていたと、乙であったいをしたり、自分がドロをかぶる
立ち向かう形でなく非毛沢東化を
た。昨年一月の第四期全国人民代る。

のであり、そうはいえまい。国づいたわけだし、自由問でも、郵小にかかわらキζうした大きな国

『が、中国にとっては大きな空白役回を果たしていた。つまり、内すすめたというのが、間戦略のカぷ大会で演説をして段後のっとめ
その怠昧では、周恩来ゑの指噂くりの時開はあくの強い信導者平副首相、渇冠務外憎ら第一線の際政治の波長の中で外交を展開し

だ・閑首相の厳命までのキャリ政的には凋，U役だった。

ナメだこんのではないか・しかを巣たした後、穴きな公的な実体制はできているわけで、中凶はが出てくるのだが、今日は集団段階で話し合っている。周首帽のていかなげればならない。日本は

ァ、新中国津同後の政治的な足跡
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米国は、新太還ドクトリンいムイコ・ソ込相の昔、このこ

ンパ1・ッーで、うまく泳ぎまわ
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みられるように日米関係を中軸
つが一湿なっ｛のは極めて印象的で

っていたようにいうが、同信号っ
さらにいえば、周一島の濯をし、隣小は、杓気でもめり、←定
まらは退いていた・代わって内政、外交耐にわたって雫質的な
指揮体制でやコていく時代であに、さらに中間まで婦そかけるとある。
一

震わない。毛
沢喜が民族的問盟、
必ずレも毛主席高じでから批判まひるなど
主主郷小平、
語、
革委苫いった
花は予警れない・一控
室る。
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い高尚であり、中国もとれに反
（京外：助薬品代中固

な使命感げ目立っていたのに対し、
なく、毛沢東体制下での非毛沢東たo

h後継指導者が登湯し、一外交面で派の文革派の勢力が強くなるので
フォード米大統領訪中をはじ対していない＠も－つ一方で米｜欧論・議

周首相は国家的使命感にセ践し、
似をすすめるζとだった。林彪、
中国は、内政凶では、すでに周は喬冠撃外相がすぐれた手腕をはないかとの見方がある。しかめ、位界の政治指導者はすでに周！ソのわく温みをすすめようとし
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